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平成３０年度「読書に関する調査」の結果

平 成 ３ １ 年 ３ 月
福 島 県 教 育 委 員 会

【調査結果概要】

○ 平成３０年１１月（高校生のみ１２月）の１か月間における本県児童生徒の平均読書冊数は
以下のとおりであり、前年度の調査結果とほぼ同様の傾向が見られる。
・ 小学生 １２．０冊（前年度比 ０．４冊増）
・ 中学生 ２．７冊（前年度比 ± ０冊）
・ 高校生 １．７冊（前年度比 ０．１冊増）

○ １か月間の読書冊数が「０冊」と回答した児童生徒の割合は、前年度の調査結果と比較する
と、小学生と中学生で若干増えたものの、高校生においては改善が見られる。
・ 小学生 １．４％（前年度比 ０．２％増）
・ 中学生 １４．７％（前年度比 ２．２％増）
・ 高校生 ３９．８％（前年度比 ７．５％減）

○ 調査を開始した平成１６年度からの調査結果の推移（高校生は平成２１年度から）を見ると、
小学生の読書量がこの１５年間で約３倍、中学生が約１．７倍、高校生がこの１０年間で
約１．３倍となっており、本県児童生徒の読書量は着実に増加していることが伺える。

○ 中学生、高校生になると読書量が減り、不読者が増加する傾向にあるが、今年度調査におい
ては、高校生の不読者が調査開始以降初めて４割を切った。

○ 各学校をはじめ、地域・家庭、関係機関等の実践・取組の充実が図られており、本県児童生
徒の読書状況は概ね望ましい状態にある、もしくは改善傾向にあると言える。

○ 今後は、さらに、それぞれの発達段階や学習・生活環境等に即したきめ細かな読書指導を展
開していくことで、読書に親しむ児童生徒を一人でも多く増やしたい。

１ 調査の概要
（１）調査の趣旨

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに
し、人生をより深く考えるなど、生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものである。
県教育委員会においては、これまでの施策の成果と課題を踏まえ、平成２７年２月に第三次「福

島県子ども読書活動推進計画」を策定したが、施策を評価するとともに今後の施策へ生かすため、
本県児童生徒の読書に関する調査を実施している。
・第 １ 回調査 ：平成１６年１０月実施
・第 ２ 回調査 ：平成１８年 ４月実施
・第 ３ 回調査 ：平成１９年１１月実施（※ 以後、毎年１１月に実施することとする。）
・第１４回調査 ：平成３０年１１月実施
※ 高等学校においても１２月に同様の調査を実施した。（平成２１年度から）

（２）調査項目
○ 各学年における児童生徒の１か月の読書冊数（学校及び家庭等での読書冊数の合計）
○ 読書しない理由に関するもの（最も当てはまるものを１つ選択）
○ 読書するきっかけに関するもの（最も当てはまるものを１つ選択）
○ 本を手に入れた方法に関するもの（最も当てはまるものを１つ選択）
○ その他（第三次「福島県子ども読書活動推進計画」に係る各学校における取組状況について）

（３）調査対象校及び調査人数について
ア 調査対象校：県内公立小・中学校（義務教育学校を含む。）※ 休校、臨時休業を除く。

すべての県立高等学校（分校を含む。）
イ 調 査 人 数：各学年１学級を選定する。（すべての児童生徒に調査することも可）

小 学 校 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合 計

調査人数 10,746 11,040 11,294 11,547 11,808 12,133 68,568 ※単位はいずれも人

中 学 校 １年生 ２年生 ３年生 合 計 高等学校 １年生 ２年生 合 計

調査人数 8,120 8,406 8,615 25,141 調査人数 3,519 3,711 7,230

小学校：４３２校（義務教育学校前期課程を含む。）

中学校：２１７校（義務教育学校後期課程を含む。） 高等学校：９０校
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２ １か月の平均読書冊数について（【グラフ１】及び【グラフ２】参照）

○ 平成３０年１１月調査における１か月の平均読書冊数は、小学生全体で１２冊、中学生全体

で２．７冊、高校生全体で１．７冊であった。前年度調査と比較すると、小学生は０．４冊増

加、中学生は同じ、高校生は０．１冊増加した。

○ １か月の平均読書冊数は、小学校１年生の１７．６冊（前年度比０．５冊増）が最高であり、

小・中・高と学年が上がるにしたがって減少している。

○ 小学生全体では「８冊以上」と回答した児童の割合が５２．７％（前年度は５０．７％）

と半数を超えている。中学生全体では「１冊」、「２冊」と回答した生徒の割合が併せて

４６．５％と高く、全体の約半数近くを占めている。高校生全体では「０冊」と回答した生

徒の割合が３９．８％と最も高いが、前年度と比較すると、不読者が７．５％減少しており、

改善傾向が見られる。

【グラフ１】

【グラフ２】

17.1 15.9 
12.6 

10.7 
7.2 6.8 

11.6 

3.4 2.8 1.9 2.7 1.7 1.5 1.6 

17.6 17.2 

13.3 

10.5 

8.1 
6.6 

12.0 

3.3 2.8 2.1 2.7 
1.7 1.8 1.7 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

1か月の平均読書冊数

２９年度 ３０年度

4.2 4.8 

8.9 9.1 9.4 10.1 
10.9 10.4 10.9 10.5 10.9 11.6 11.6 12.0 

1.6 2.1 2.4 2.4 2.5 2.8 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.6 2.7 2.7 
1.3 1.4 1.4 1.4 1.5 1.4 1.4 1.5 1.6 1.7 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

1か月の平均読書冊数の推移

小学生計 中学生計 高校生計



- 3 -

３ 「０冊」と回答した児童生徒について（【グラフ３】及び【グラフ４】参照）

○ 「０冊」と回答した児童生徒の割合は、小学生が１．４％、中学生が１４．７％、高校生が
３９．８％であり、前年度調査と比較すると、小学生が０．２％、中学生が２．２％増加し、
高校生は７．５％減少している。

○ 「０冊」と回答した児童生徒の割合は、小学校１、２年生が０．５％と最も低く、高校１年
生が３９．８％と最も高い。小・中・高と学年が上がるにしたがって「０冊」と回答する割合
が高くなる傾向がある。

○ 「０冊」と回答した児童生徒の「読まない理由」の主なものは以下のとおりである。
「読まない理由」① 「読まない理由」②

小 学 生 雑誌やマンガのほうが好き テレビ・ゲームなどのほうが楽しい
中 学 生 勉強・塾・宿題などで忙しい テレビ・ゲームなどのほうが楽しい
高 校 生 テレビ・ゲームなどのほうが楽しい 部活動等で時間がない
雑誌やマンガ、テレビやゲームのほうが好き、楽しいと回答する児童生徒が多いことを鑑

み、なお一層、子どもの読書への関心を高める取組を行っていく必要がある。その際、友人
等の同世代の者とのつながりを生かし、子ども同士で本を紹介したり話合いや批評をしたり
する活動を取り入れることや、本の世界への案内役となる学校司書の配置・活用等により、
読書の楽しさや本のすばらしさを子どもたちに伝えていくこと等が考えられる。
また、スマートフォンの普及等、子どもを取り巻く情報環境が大きな変化を見せており、

それらが子どもの読書環境にも大きな影響を与えている可能性がある。スマートフォン等の
利用と読書の関係等について、実態把握や分析を行い、子どもの実態やそれを取り巻く状況
の変化を踏まえ、取組の充実・促進を図ることが望まれる。

【グラフ３】

【グラフ４】
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４ 「読書のきっかけ」について（【グラフ５】参照）

○ 小学校では、「学校の図書館で見つけた」と回答した児童の割合がすべての学年において最
も高く、小学生全体では５７．７％を占める。これは、各学校において児童が学校図書館に足
繁く通っている証であり、学校図書館の整備・充実が図られているものと考える。

○ 中学校では、「本屋で見つけた」と回答した生徒の割合がすべての学年において最も高く、
中学生全体では５２．３％を占める。次に「学校の図書館で見つけた」と回答した生徒の割合
が１９．３％と続くが、前年度に比べてその割合が増加している。

○ 高等学校においても中学校と同様の傾向が見られ、「本屋で見つけた」と回答した生徒の割
合が最も高く、全体の４６．５％を占めている。「その他」と回答した生徒が１６．９％と続
く。

【グラフ５】

５ 「本を手に入れた方法」について（【グラフ６】参照）

○ 小学校では、「学校の図書館を利用」と回答した児童の割合がすべての学年において最も高
く、小学生全体では６５．９％を占める。続いて「自分で買う」と回答した児童の割合が
１７．０％となっている。

○ 中学校では、「自分で買う」と回答した生徒の割合がすべての学年で最も高く、中学生全体
では６１．７％を占める。続いて「学校の図書館を利用」と回答した生徒の割合が２０．９％
となっている。

○ 高等学校においても中学校と同様の傾向が見られ、「自分で買う」と回答した生徒の割合が
すべての学年において最も高く、高校生全体では６２．７％で、「学校の図書館を利用」と回
答した生徒の割合が１９．２％となっている。

○ すべての校種で、「学校の図書館を利用」と回答した児童生徒の割合が前年度に比べて高く
なっている。

【グラフ６】
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【資料編】

〔子どもたちの読書活動を更に推進していくために〕

今回の調査結果から、第三次「福島県子ども読書活動推進計画」の

基本方針１「子どもが読書に親しむ機会の充実」については数値目標

を達成、もしくはそれに近づく結果が出ており、これまでの取組の成

果が数値となって現れたものと考える。一方、基本方針２「子どもの

読書環境の整備と充実」、基本方針３「子どもの読書活動についての

理解の促進」については、今後、取組のさらなる充実・推進が求めら

れる。

以下、子どもたちの読書活動を更に推進していくための具体的な方

策、取組等について触れていきたい。
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１ 基本方針１「子どもが読書に親しむ機会の充実のために」

◎ 学校等における子どもの読書活動の推進

（１）読書活動の充実（多様な読書活動の実施）

・ 朝読書等の全校一斉の読書活動の設定・継続を図ることにより、読書習慣の定着を促進

する。特に高等学校においては、「読書の時間がない」という理由等での不読者をなくすた

め、学校において朝読書や一斉読書等の時間を確保し、読書に親しむ機会を設ける。

《参考》全校一斉の読書活動実施状況（Ｈ３０調査から）※数字は実施校数（複数回答可）

調 査 項 目 小 中 高

ア 始業前 ３９９ １８５ ２３

イ 授業中 ６ ５ １

ウ 昼休み・放課後 ４２ ６ ０

エ その他 １１ １ ２

・ 友人同士で本を薦め合うなど、子供の読書への関心を高める取組を充実させる。

→ 読書会、図書委員、「子ども司書」、ブックトーク、書評合戦（ビブリオバトル）等

・ 発達段階ごとの効果的な取組を推進する。

（小学生期）多くの本を読んだり、読書の幅を広げたりする読書等

（中学生期）内容に共感したり、将来を考えたりする読書等

（高校生期）知的興味に応じた幅広い読書等

《参考》多様な読書活動の実施状況について（Ｈ３０調査から）

※数字は実施校数（複数回答可）

項 目 小 中 高

ア 図書の読み聞かせ・ブックトーク ４１９ ７３ １７

イ 読書感想文コンクールの実施 ２９７ １３７ １７

ウ 必読書・推薦図書コーナーの設置 ３６２ １８３ ７０

エ 目標とする読書量の設定 ２５８ ４８ ６

オ その他 １３９ ５９ ４３

（２）学校図書館を活用した学習活動の充実（学習・情報センターとしての機能）

・ 各教科等の学習を通し、学校図書館を活用した記録、説明、批評、レポート作成、プレゼ

ンテーション等の言語活動の充実に努める。

・ 教職員を対象とした学校図書館利活用のための研修会を充実させる。

（３）校内推進体制の確立

・ すべての教育活動において学校図書館の計画的な活

用が図られるよう、学校図書館を活用した学習活動の

年間指導計画を作成する。

・ 司書教諭や学校司書、教職員が連携し、保護者や読

書ボランティア等の協力を得ながら、学校全体で読書

活動を推進できる体制の整備を行う。

２ 基本方針２「子どもの読書環境の整備と充実のために」

◎ 学校図書館の整備・充実

（１） 「学校図書館図書整備等５か年計画」（平成２９年度～平成３３年度 文部科学省）の推進

① 学校図書館図書の整備

・ 各学校は、学校図書館図書標準の達成に向けた学校図書館資料の計画的な整備と情報が古

くなった図書等の廃棄、更新を進める必要がある。

学校図書館図書の整備

各学校における学校図書館図書標準の達成を目指すのに加え、児童生徒が正しい情報

に触れる環境の整備の観点から、古くなった本を買い替えることを促進します。

予算措置：単年度約２２０億円（総額約１，１００億円）
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② 学校図書館への新聞配備

・ 学校図書館への新聞配備を進める。

学校図書館への新聞配備

児童生徒が現実社会の諸課題を多面的に考察し、公正に判断する力等を身につけるこ

との重要性に鑑み、発達段階に応じた学校図書館への新聞の複数紙配備を図ります。

※ 小学校１紙、中学校２紙、高等学校４紙を目安として想定

予算措置：単年度約３０億円（総額約１５０億円）

③ 学校司書の配置

・ 学校図書館の環境整備並びに児童生徒の読書活動及び学習活動へ

の支援等、児童生徒と本を結ぶ役割を期待される学校司書の小・中

学校へのさらなる配置が求められている。市町村教育委員会におい

ては「学校図書館図書整備等５か年計画」による地方財政措置が講

じられていることを踏まえ、学校図書館の現状把握と、それに基づ

く適切な予算措置を行い、学校司書の配置を計画的に進めることが

望まれる。

学校司書の配置

学校図書館の日常の運営・管理や、学校図書館を活用した教育活動の支援等を行う、

専門的な知識・技能を持った学校司書のさらなる配置拡充を図ります。

予算措置：単年度約２２０億円（総額約１，１００億円）

※ 小・中学校に学校司書をおおむね３校に２名程度配置することが可能な規模を措置

※ 地方財政措置は、使途を特定しない一般財源として措置されている。したがって、各市町村

等において、予算化が図られることによって、はじめて図書や新聞の購入費や、学校司書の

配置のための費用に充てられることになる。

《参考》公立小中学校における学校司書の配置状況（Ｈ３０調査から）

・ 小学校：４３２校中２９９校で配置（内訳：常勤５３校、非常勤２４６校）

・ 中学校：２１７校中１５０校で配置（内訳：常勤３６校、非常勤１１４校）

（２） その他

① 学校図書館の情報化・機能の充実

・ 学校図書館蔵書のデータベース化、学校図書館のインターネット接続環境等の様々な情報

資源にアクセスできる環境の整備、公立図書館等とのネットワークの構築を図る。

《参考》公立図書館との連携状況（Ｈ３０調査から）※数字は活用校数（複数回答可）

項 目 小 中 高

ア 公立図書館資料の学校への貸し出し ３１２ ７６ ５８

イ 公立図書館との定期的な連絡会の実施 ２９ １４ ０

ウ 公立図書館司書等による学校への訪問 ８５ ３３ ０

エ 公立図書館との資料情報ネットワークシステムの構築 ３２ １５ ３

オ その他 ５３ ８ ６

・ 学校図書館の図書資料や新聞を活用した授業づくりの実践例を参照する。

《参考Ｗｅｂサイト》

☆東京学芸大学サイト「先生のための授業に役立つ学校図書館活用データベース」

☆日本新聞協会ＮＩＥサイト「新聞を活用した教育実践データベース」

「新聞社の『ワークシート』活用してみませんか？」

② 効果的な学校図書館の運営と特色ある環境づくり

◇ 図書委員会等の児童生徒の活動を活用した学校図書館運営

・ ポスターづくりや読書クイズ、お薦め本の紹介、読み聞かせ会等のイベントの実施や新刊

本の受け入れ活動、図書の修理等、子どもたちによる自主的な図書館運営の実践を進める。
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◇ 学校図書館における多様な読書ボランティアの活用

・ 定期的な読み聞かせや本の修理、書架の整理、掲示や展示の環境づくり等、保護者や地域

と連携した多様な読書ボランティアの活用を推進する。

《参考》ボランティアの活用状況（Ｈ３０調査から）※数字は活用校数（複数回答可）

項 目 小 中 高

ア 配架や貸出・返却業務等図書館サービスに係る支援 ６５ ９ ２

イ 学校図書館の書架見出し、飾り付け、図書の修繕等の １６１ ２３ １

整備に係る支援

ウ 読み聞かせ、ブックトーク等読書活動の支援 ３３３ １８ ４

エ 学校図書館の地域開放の支援 ７ ０ ０

オ その他 ８ ０ ０

◇ 心の居場所としての機能の充実

・ 学校図書館を、子どもが安心して自由に読書ができる、自分だけ

の時間を過ごすことができる、さらに、異学年との関わりをもつこ

とができる校内の心の居場所とするため、いつでも開いている図書

館、学校司書等、人がいて本や読書を介在して話や相談ができるよ

うな図書館の実現を目指す。

３ 基本方針３「子どもの読書活動についての理解の促進のために」

◎ 推進のための普及や啓発

・ 「子ども読書の日（４月２３日）」、「こどもの読書週間（４月２３日～５月１２日）」、「読書週

間（１０月２７日～１１月９日）」をはじめ、各種通信や学校ホームページ等、広報媒体により読

書活動に関する取組を家庭や地域に発信する等、普及や啓発に努める。

《２０１９年読書週間について》

○「第６１回こどもの読書週間」 ４月２３日（火）～ ５月１２日（日）

標語「ドは読書のド♪」
○「第７３回読書週間」１０月２７日（日）～１１月 ９日（土）

標語「おかえり、栞の場所で待ってるよ」

《参考文献》
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「学校図書館図書整備等５か年計画」文部科学省

「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」文部科学省

「新しい学びは新聞とともに」一般社団法人日本新聞協会


